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23
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24

土器（1:3） 10cm0

0 5cm石製品（1:2）

番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

7 SI47 1 層、P5 土師器 坏  外：口 -ヨコナデ　体 -ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ→ヘラミガキ 体 -ヘラミガキ→黒色処理 / 器高：4.9　口径：16.6 P27 6 − 7

8 SI47 2 層 土師器 坏  外：ヘラミガキ　内：ヘラミガキ→黒色処理 / 器高：（3.5）　口径：（12.4） P30 6 − 9

9 SI47 1・4 層 土師器 坏  外：口 -ヨコナデ→ヘラミガキ　胴 -ヨコナデ　内：ヘラミガキ→黒色処理 / 器高：（2.4）　 P29 6 − 8

10 SI47 P11 土師器 大型坏
 外：口 -ヨコナデ　体 -ハケメ・ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：ヘラケズリ→ヘラミガキ→黒色処理　胎土に海綿骨針少量 
 / 器高：(10.1)

P28 6 − 10

11 SI47 P2 土師器 埦
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　体 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ→ヘラミガキ　体 -ヘラミガ
 キ→黒色処理　胎土に海綿骨針微量 / 器高：7.8　口径：11.9

P6 6 − 11

12 SI47 1・2 層 土師器 甕  外：ハケメ→ヨコナデ　内：ハケメ→ヨコナデ　内面炭化物付着 / 器高：（5.5）　口径：（18.8） P25 6 − 12

13 SI47 4 層 土師器 甕  外：ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラミガキ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ / 器高：(5.7) 口径：(13.0) P23 6 − 13

14 SI47 4 層 土師器 甕  外：口 -一部ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヨコナデ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ヘラナデ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：(5.7) P24 6 − 14

15 SI47 床、4層 土師器 甕  外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ　内：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ / 器高：(7.3)　 P26 6 − 15

16 SI47 P1 土師器 甕
 外：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -木葉痕　内：口 -ヨコナデ　体 -ハケメ→ヘラナデ→ヘラ
 ケズリ / 器高：31.1　口径：18.8　底径：8.0

P7 7 − 20

17 SI47 P10 土師器 甕  外 :ヘラケズリ　内：ハケメ→ヘラナデ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：(8.8)　底径：8.8 P9 6 − 16

18 SI47 P9 土師器 甕  外：ヘラケズリ　内：ハケメ→ヘラナデ　外面胴部被熱 / 器高：（11.2）　底径：7.1 P10 6 − 17

19 SI47 1 層 P11 土師器 甕  外：ハケメ　内：ハケメ (粗 )→ハケメ (細 )　全体に剥落。外面被熱 / 器高：(7.7)　底径：(8.4) P8 6 − 18

20 SI47 P4 土師器 甕  外：ハケメ、一部ヘラケズリ　 内：ハケメ / 器高：（5.0）　底径：8.2 P11 6 − 19

21 SI47 SI47 P3、SI48 3 層 土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ→ヘラミガキ　 内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラナデ→ヘラミガ
 キ　胎土に海綿骨針少～多量 / 器高：(13.9)　口径：21.3

P32 7 − 21

22 SI47 P7 土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ / 器高：
 (8.3)　口径：(20.6)

P58 7 − 22

23 SI47 付属土坑（SK1）②層 石製品  石材：軽石 / 長：6.5　幅：5.2　厚：2.9　重：26.19 S1 7 − 23

24 SI47 1 層 石器  磨製石斧の再加工品。石材：緑色細粒凝灰岩 / 長：5.9　幅：5.0　厚：1.6　重：71.52 S2 7 − 24

- SI47 第 8 図 11 中の土 動物遺存体  ウバガイ 貝 7 − 25
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＜SI48竪穴建物跡＞

 1 10<R2/1  黒色シルト 黄褐色浮石微量 

 2 10<R2/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石微量

 3 10<R3/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石少量 

 4 10<R2/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石少量、LB微量 

 5 10<R3/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石少量、LB微量　周溝埋土

 6 10<R4/3  にぶい黄褐色粘土 焼土粒少量、黄褐色浮石微量 

 7 5<R6/1 褐灰色粘土 白色粘土・炭化粒少量、焼土粒微量 

 8 5<8/1 灰白色粘土 炭化粒微量　灰

 9 2.5<R4/8 赤褐色シルト 焼けた黄褐色浮石多量　火床面

10 7.5<R4/2 灰褐色シルト 黄褐色浮石多量、焼土粒微量

11 10<R3/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石微量

12 10<R3/2 黒褐色シルト 黄褐色浮石微量

13 7.5<R4/6 褐色シルト 焼土少量

14 10<R3/2  黒褐色シルト 黄褐色浮石・白色粘土微量

15 10<R3/2 黒褐色シルト 黄褐色浮石微量

16 2.5<7/6  明黄褐色粘土 黄褐色浮石微量

17 10<R5/4  にぶい黄褐色シルト 黄褐色浮石・LB多量　掘方埋土

＜SI48カマド側壁＞

 a 2.5<7/6 明黄褐色粘土

 b 10<R6/4 にぶい黄ᶳ色粘土 黄褐色浮石・焼土粒微量

 c 10<R4/3 にぶい黄褐色粘土 黄褐色浮石微量

 d 10<R4/3 にぶい黄褐色粘土 黄褐色浮石少量

 e 10<R5/4 にぶい黄褐色粘土 黄褐色浮石少量、焼土粒微量

 I 10<R5/8 黄褐色シルト 黄褐色浮石少量

＜SK1付属土坑＞

ձ 10<R4/4  褐色粘土 黄褐色浮石多量、炭化粒・白色粘土微量

② 10<R4/3  にぶい黄褐色粘土 黄褐色浮石多量、白色粘土少量、炭化粒微量

ճ 10<R3/4  暗褐色シルト 黄褐色浮石少量

մ 5<8/1〜7/1 灰白色粘土 炭化粒少量　灰
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番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

25 SI48 床 土師器 坏
 外：口 -ヨコナデ　体 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：ヨコナデ→ヘラミガキ→黒色処理　胎土に海綿骨針少量 / 器高：
 (3.3) 口径：(12.6)

P60 7 − 26

26 SI48 1 層 土師器 埦  外：口 -ヨコナデ　体 -ヘラミガキ　内：ヘラミガキ→黒色処理　胎土に海綿骨針多量 / 器高：(5.7) P59 7 − 27

27 SI48 6 層 P26 土師器 甕  外：ヨコナデ　内：ヨコナデ / 器高：(4.4)　口径：(20.0) P55 7 − 29

28 SI48
6 層、6層 P23、

床 P6、カマド付近
土師器 甕

 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ→ハケメ→ヘラミガキ　内：口 -ハケメ→ヨコナデ 胴 -ハケメ / 器高：
 (17.1)　口径：22.6

P35 8 − 33

29 SI48 床 P5 土師器 甕  外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ / 器高：(7.0) 口径：(20.2) P52 7 − 28

30 SI48 床 P10 土師器 甕  外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ / 器高：(8.2) 口径：(20.2) P53 7 − 30

31 SI48 6 層 P16 土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ→ハケメ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラナデ / 器高：(7.5)　口径：
 (15.0)

P54 7 − 32

32 SI48 6 層 P15 土師器 甕  外：口 -ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ヘラナデ / 器高：(6.5)　口径：(16.0) P56 7 − 31

33 SI48 3 層 P7・8 土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ→ハケメ→ヘラミガキ　内：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヨコナデ / 
 器高：(14.7)　口径：(21.7)

P50 8 − 35

34 SI48
6 層、6層 P17・31、

床、床 P6
土師器 甕

 外：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：
 (14.6)

P57 8 − 36

34

25
27

29

28

32

31

30

26

33
0 10cm1:3
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番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

35 SI48
6 層、カマド付近、
P36 カマド左袖内

土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラナデ・ヘラケズリ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラナデ　胎土に海綿
 骨針少量 / 器高：(22.3)　口径：(20.0)

P51 8 − 34

36 SI48 床 P13 土師器 甕
 外：ヘラケズリ　底付近 -ヘラナデ→ヘラケズリ　底 -砂底　中央部ヘラケズリか　内：ハケメ / 器高：(5.9)　底径：
 (10.0)

P40 8 − 37

37 SI48 P40 支脚下 土師器 甕  外：ヘラケズリ　底 -ヘラケズリ　内：ヘラナデ　/ 器高：(5.1)　底径：7.3 P45 8 − 39

38 SI48 P38 支脚上 土師器 甕  外：ヘラケズリ　底 -ヘラケズリ　内：ハケメ　一部被熱により赤変。胎土に海綿骨針少量 / 器高：(7.3)　底径：6.4 P46 8 − 40

39 SI48 6 層 P31・32、カマド一括 土師器 甕  外：胴 -ヘラケズリ　底 -ヘラケズリ　内：ヘラナデ・ハケメ / 器高：(5.4)　底径：6.6 P48 8 − 42

40 SI48 6 層 P31、P39 支脚中 土師器 甕  外：胴 -ヘラケズリ　底 -ヘラケズリ　内：ハケメ　一部被熱により赤変 / 器高：(8.7)　底径：7.5 P44 8 − 41

41 SI48 6 層 P28 ～ 31、カマド一括 土師器 甕  外：胴 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -砂底  内：ハケメ / 器高：(10.5)　底径：7.9 P37 8 − 43

42 SI48 6 層 P31 土師器 甕  外：ヘラケズリ　内：ヘラナデ / 器高：(7.0)　底径：7.3 P49 8 − 38

43 SI48 6 層 P27・31・32 土師器 甕  外：胴 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -ヘラケズリ　内：胴 -ヘラナデ→ハケメ / 器高：(10.6)　底径：6.6 P39 8 − 44

40

41

36

37 3835

39

43

42

0 10cm1:3
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47

45

46

44

0 10cm1:3

番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

44 SI48
6 層、6層 P19、
床、カマド付近

土師器 甕  外：胴 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -木葉痕  内：胴 -ハケメ→ヘラナデ / 器高：(23.1)　底径：8.3 P38 9 − 46

45 SI48
SI47 4 層

SI48 カマド付近・
1層・3層・P37 支脚

土師器 甕  外：ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -木葉痕　内：ヘラナデ　一部被熱により赤変 / 器高：(23.5) 底径：7.3 P42 9 − 47

46 SI48 6 層 P18・20 〜 23 土師器 甕  外：ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -木葉痕　内：ヘラナデ / 器高：(11.5)　底径：8.3 P43 8 − 45

47 SI48 床、床 P6・7・9、6 層 土師器 甕
 外：口 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ハケメ・ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：口 -ハケメ→ヨコナデ　口〜胴 -ハケメ　胴 -

 ハケメ→ヘラナデ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：(23.2)　口径：20.0
P31 9 − 49

- 16 -
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50

52

49

51

48

0 10cm土器（1:3）

5cm鉄製品（1:2）0

番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

48 SI48 3 層、床、床 P2・11・12 土師器 甕
 外：口 -ヨコナデ　胴上部 -ハケメ→ヨコナデ　胴 -ヘラケズリ→ヘラミガキ　底 -木葉痕　内：口 -ヨコナデ　胴 -ヘラ
 ナデ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：19.5　口径：(15.3) 底径：7.5

P34 10 − 50

49 SI48
SI47 床面・P8・4 層

SI48 3 層 P7・カマド付近
土師器 甕

 外：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ→ヘラミガキ　内：ヘラナデ、一部ハケメ　胎土に海綿骨針少量 / 器高：
 (10.8)

P33 9 − 48

50 SI48 3 層、床 P4 土師器 甕
 外：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ→ヘラケズリ (ヘラナデ )→ヘラミガキ　内：口 -ヨコナデ　胴 -ハケメ・ヘラケズリ→ヘ
 ラナデ　胎土に海綿骨針微量 / 器高：11.1　口径：12.9　底径：5.35

P36 10 − 51

51 SI48 1・3 層 須恵器 瓶類  外：ロクロナデ　内：ロクロナデ / 器高：(2.4)　口径：(9.7) P61 10 − 52

52 SI48 P2 堆積土（床） 不明鉄製品  内面青銅片付着。武具か / 長：（4.3）　幅：（2.0）　厚：0.1　重：（2.49） F3 10 − 53

- SI48 3 層 P14、6 層 P26 赤色顔料  ベンガラか / 重：計 3.67 ベ 1・2 10 − 54
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（2）柱列
SA1 柱列（第 16 図）
【位置】調査区東側、E〜 G4 グリッド

【重複関係】P2 が時期不明のピットを切り、P3 の北側が撹乱に削平される。

【主軸方向】N-8° -W

【平面形・規模等】南北3間で、柱間寸法は P1 ー P2 間と P2 ー P3 間は6.5尺、P3 ー P4 間は3.5尺である。

【柱穴】柱穴 4 個（P1 〜 4）を検出した。規模は、P1：30 × 62cm、P2：33 × 56cm、P3：（48）×

49cm、P4：26 × 38cm で、P2 〜 4 から長径 13 〜 22cm の柱痕を確認した。堆積土はいずれも白色浮石

粒を微量含む黒色土である。

【出土遺物】なし

【時期】不明。ただし堆積土から中世以降とみられる。

（3）溝状土坑
MP13 溝状土坑（第 16 図、写真 5）
【位置】調査区北側、C・D3 〜 4 グリッド　

【重複関係】なし　　【主軸方向】N-9° -E

【平面形・規模等】上端：長さ 4.3 ×幅 0.4m、下端：長さ 4.7 ×幅 0.2m、深さ 68cm の長楕円形　

【断面形】V字状

【堆積状況】3層に分層され、すべて自然堆積とみられる。　

【出土遺物】なし

【時期】縄文時代とみられる。

MP14 溝状土坑（第 16 図、写真 5）
【位置】調査区南側、G3・H2 〜 3 グリッド　

【重複関係】なし　　【主軸方向】N-40° -E

【平面形・規模等】上端：長さ 2.9 ×幅 0.3m、下端：長さ 2.8 ×幅 0.2m、深さ 53cm の長楕円形

【断面形】V字状　 

【堆積状況】2層に分層され、すべて自然堆積とみられる。　

【出土遺物】なし　　

【時期】縄文時代とみられる。

MP15 溝状土坑（第 16 図、写真 5・10）
【位置】調査区南側、H2 〜 3・I3 グリッド　

【重複関係】なし　　【主軸方向】N-75° -W

【平面形・規模等】上端：長さ 3.2 ×幅 0.4m、下端：長さ 3.1 ×幅 0.2m、深さ 87cm の長楕円形

【断面形】V字状　 

【堆積状況】7層に分層され、すべて自然堆積とみられる。

【出土遺物】縄文土器片（第 16 図 53、写 10-55)　　

【時期】縄文時代



P1
P2

P3
P4

P2

P3

P4

P1

1

1

2

2

3

1

2 3

7
6 5

4

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

53

＜MP13＞

1 10<R2/3 黒褐色シルト 黄褐色浮石少量

2 10<R4/4 褐色シルト 黄褐色浮石少量

3 10<R2/1 黒色シルト 黄褐色浮石微量

＜MP14＞ 

1 10<R2/3 黒褐色シルト 黄褐色浮石少量

2 10<R2/1 黒色シルト 黄褐色浮石少量

＜MP15＞ 

1 10<R2/3 黒褐色シルト 黄褐色浮石微量

2 10<R3/3 暗褐色シルト 黄褐色浮石微量

3 10<R7/6 明黄褐色シルト 黄褐色浮石少量

4 10<R2/1 黒色シルト 黄褐色浮石微量

5 10<R3/3 暗褐色シルト

　黄褐色浮石微量、 黒色土混じる

6 10<R7/8 黄ᶳ色シルト

　黄褐色浮石少量、 黒色土混じる

7 10<R3/2 黒褐色シルト

　黄褐色浮石少量、 黒色土混じる
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番号 遺構名 出土位置 種  類 特徴 ／ 計測値 (cm・ｇ ) 登録番号 写真番号

53 MP15 一括 縄文土器  外：RL 縄文 P62 10 − 55
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第 16 図　SA1 柱列・MP13 〜 15 溝状土坑
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４. まとめ
（1）出土遺物とその年代について
　今回出土した遺物のうち、主に土師器と須恵器について考察したい。

＜土師器＞

　土師器の器種は、坏・埦・高坏・大型坏・甕・小型土器がある。なお、土師器の分類は過去の報告に

準じて行い、これに当てはまらないものについては新たな類型として追加し、図にはその類型を表す代

表的なものを主として掲載した（第 1表、第 17 〜 20 図）。

　今回の出土遺物と過去の報告遺物（大野ほか 2001）を合わせて分類すると、以下の通りである。

〔坏〕坏は 5点出土した。

　ＡⅡ類には SI48-25、ＡⅢ a類には SI47-7、ＣⅡ b類には SI47-9、Ｄ類には SI46-1 が該当する。

〔埦〕埦は２点出土した。口縁部が内湾し外面体部上位に段のあるもの（SI48-26、口縁部が垂直に立ち

上がり、外面体部上位に段のないもの（SI47-11）がある。

〔高坏〕高坏は１点出土した（SI46-3）。短脚で、脚部に段を持ち、ハの字状にやや外反して開く。

〔大型坏〕大型坏は１点出土した（SI47-10）。外面体部上位に稜を持ち、口縁部が外傾する。

〔甕〕　甕は 36 点出土し、そのうち分類可能なものは 19 点である。

　ＡⅠ c類：外面口縁部ヨコナデ、内面ヘラナデのものと、外面口縁部ハケメ後ヨコナデ、内面口縁部

ヨコナデ、体部ハケメ主体のものがある。前者に SI47-16・SI48-32、後者に SI47-15、SI48-29・30 が

該当する。

　ＡⅠ d類：SI48-31 が該当する。

　ＡⅡ類：今回新たに細分化した。口縁部が外反し端部で外傾するもの：ＡⅡ a類、口縁部が外反し端

部で内湾するもの：ＡⅡ b 類、口縁部が外反または外傾するもの：ＡⅡ c 類とした。ＡⅡ a 類に SI48-

33、ＡⅡ b類に SI48-28 が該当する。

　ＡⅢ e類：SI48-34 が該当する。

　ＡⅣ b類：SI48-35 が該当する可能性がある。

　ＢⅠ類には SI47-22、ＢⅡ類に SI48-47・48・49、ＢⅢ類に SI47-20、ＢⅣ類に SI47-21 が該当する。

　Ｃ類：SI48-50 が該当し、SI47-13 もこれに該当する可能性がある。

〔小型土器〕　小型土器は１点出土した（SI46-4）。口径 5.2cm 器高 3.5cm で、手づくねで成形されている。

＜須恵器＞

　須恵器は２点出土し、いずれも瓶類である。

　SI46-5 は瓶類体部片で、SD6 出土（大野ほか 2001）の個体と接合した。外面ロクロ成形後カキメ、

内面ロクロ成形。外面と内面上部に一部自然釉が付着する箇所がある。外面上部に突起状のものが剥離

した痕跡があり、本来環状あるいは鉤状の耳または釦状の突起などがあったとみられる。胴部の形状か

ら提瓶またはフラスコ形の瓶類と推測される。

　SI48-51 は瓶類口縁部片で、外面・内面ともにロクロ成形である。

 今回出土した土師器はいずれも酒美平遺跡Ⅱ群土器に含まれ、その時期は 7 世紀後葉から 8 世紀前葉

とされる（大野ほか 2001）。新しい類型についても、Ⅱ群土器と共伴して出土しており、Ⅱ群土器と同

じ時期と推定される。

　須恵器のうち SI46-5 は、鹿島沢古墳群から出土した、7 世紀後葉とされるフラスコ形長頸瓶および

提瓶（宇部ほか 1991）と胴部の形状やカキメが施されている点で類似している。同様に、SI46-5 も

7 世紀後葉に位置付けられ、土師器よりやや古い年代を示すと考えられる。
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第 17 図　土器分類（1）
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第 18 図　土器分類（2）
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第 19 図　土器分類（3）



SI8-5

SI17-6

SI15-2

※SI48-50

※SI47-13

※༳：今回の出土遺物

ᙈ $ ു A

ു #

0 10cmS=1/6

器種 大分類 小分類

坏 Ａ  体部外面中位に段 Ⅰ  口縁部が外反

Ⅱ  口縁部が外傾

Ⅲ  口縁部が内湾 a  内面に陵・段あり

b  内面に陵・段なし

Ｂ  体部外面下位に段 Ⅰ  口縁部が外傾

Ⅱ  口縁部が内湾 a  内面に段なし

b  内面に段あり

Ｃ  体部外面に段なし Ⅰ  口縁部が外傾 a  外面調整ナデ主体

b  外面調整ヘラミガキ主体

Ⅱ  口縁部が内湾 a  外面調整ナデ主体

b  外面調整ヘラミガキ主体

Ｄ  体部外面上位に段

埦  器高が口径の１/２以上

大型坏  口径 20cm 以上、器高 7cm 以上

高坏

甕 Ａ  長胴 Ⅰ  ヘラケズリ主体 a  口縁部外反、端部に段があり外傾

b  口縁部外反、端部で外側に開く

c  口縁部外反または外傾

d  口縁部内湾

Ⅱ  ヘラケズリ後再調整 a  口縁部外反、端部に段があり、外傾

b  口縁部外反、端部で外側に開く

c  口縁部外反または外傾

Ⅲ  ハケメ主体 a  口縁部外反、端部に段があり外傾

b  口縁部外反、端部内湾

c  口縁部外傾、体部との境に段あり

d  口縁部外傾、体部との境に段なし

e  口縁部外反、体部との境に段あり

Ⅳ  ヘラミガキ主体 a  口縁部外反または外傾、体部との境に段あり。

b  口縁部外傾、体部との境に段なし。

Ｂ  球胴 Ⅰ  ヘラケズリ主体

Ⅱ  ヘラケズリ後再調整

Ⅲ  ハケメ主体

Ⅳ  ヘラミガキ主体

Ｃ  口径・器高 15cm 以下

鉢 Ａ  口縁部外傾

Ｂ  口縁部内傾

小型土器  口径・器高 6cm 以下 

甑

※表のアミカケ部分が新しい類型
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第 20 図　土器分類（4）

第 1 表　土師器分類一覧
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（2）検出遺構について
今回検出した遺構は、縄文時代の溝状土坑 3基、古代の竪穴建物跡 3棟、時期不明の柱列１列である。

このうち、本遺跡の主な時期である飛鳥〜奈良時代の竪穴建物跡について考察を行う。

　飛鳥〜奈良時代の竪穴建物跡は SI46 〜 48 竪穴建物跡 3 棟で、いずれも酒美平遺跡Ⅱ群土器段階に

比定される。平面形は SI46 竪穴建物跡は隅丸方形、SI47・48 竪穴建物跡は方形と推測される。規模は

SI46：一辺 (4.2)m、SI47：一辺 8.4m、SI48：一辺 8.2m で、SI47・48 竪穴建物跡はこれまでの調査で

検出された中でも最も大きい部類に該当する。この 2棟は主軸がほぼ同じ方向を向き、規模や形が類似

する。出土遺物も同じ時期に属し、かつそれぞれの床あるいは床に近い層から出土した遺物が互いに接

合関係にある（第 21 図）。このことから、両者が併存していた時期があったと推測される。なお、SI46

竪穴建物跡は、SI47・48 竪穴建物跡とは主軸方向が異なっているが、出土土器の時期などに大きな差

異はみられない。

　カマドを検出したのは SI48 竪穴建物跡 1 棟で、構造は過去報告のカマドⅢ類（地山削り出し式で、

燃焼部が壁の内側にある類型。大野ほか 2001）に分類される。SI46・47 竪穴建物跡は、調査範囲内で

カマドは検出されなかったため、構造は不明だが、いずれも北壁中央部近からカマド崩落土とみられる

白色粘土の混じる土を検出しており、北壁側にカマドが位置するのはほぼ確実であろう。

　次に、各竪穴建物跡で特筆すべき事項について記述する。SI47 竪穴建物跡の南壁中央部に位置する

出入口関連施設は、本遺跡では初めて確認された。近い時期の類例として、田面木遺跡第 50 地点の

SI156 竪穴建物跡が挙げられる（上ノ山 2020）。また SI47 竪穴建物跡の掘方下からは、柱穴と推測され

るピット 7基（うち 5基が柱痕あり）と貼床 2枚が確認されており、建て替えや床面の張り替えなどが

行われたと推測される。

　本遺跡でこれまでに検出された古代の竪穴建物跡を、一辺 4m 未満：小型建物、一辺 4m 以上 7m 未満：

中型建物、一辺 7m 以上：大型建物に分類する（第 2 表）と、今回検出した 3 棟は、SI46 竪穴建物跡が

中型建物、SI47・48 竪穴建物跡が大型建物に分類される。時期別にみると、酒美平遺跡Ⅰ群土器段階

（7世紀中葉〜後葉ごろ）は中型建物が主体であるのに対し、Ⅱ群土器段階（7世紀後葉〜 8世紀前葉ご

ろ）には小型建物が増加し、主体が中型建物から小型建物へと変化している。古代の竪穴建物跡の総数

は 41 棟で、Ⅰ群土器段階は 7棟、Ⅱ群土器段階は 29 棟、段階不明のものは 5棟で、Ⅱ群土器段階で竪

穴建物跡が急激に増加した様相がうかがえる。

　以上を総括すると、酒美平遺跡では 7世紀後葉から 8世紀前葉にかけて大規模な集落が作られ、集落

の最盛期がこの時期にあったと考えられる。
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第 21 図　出土遺物接合関係



Ⅰ群土器 Ⅱ群土器 段階不明 小計

小型建物  一辺 4m 未満 2 14 3 19

中型建物  一辺 4m 以上 7m 未満 4 11 2 17

大型建物  一辺 7m 以上 1 4 0 5

小　　　計  　 7 29 5 41

遺構名
規模 床面積 壁 カマド・炉 周溝

平面形 主軸 時期 備考
東西 南北 （㎡） （cm）  位置 分類 幅 深

1住 5.8 5.7 30.1 75 北壁中央 Ⅲ 10 〜 15 6 〜 20 方形 N-39° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

2住 (3.8) 4.1 (15.0) 25 北壁中央 Ⅲ 10 10 〜 15 隅丸方形 N-20° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

3住 3.4 3.5 10.5 50 北壁中央 Ⅲ - - 隅丸方形 N-26° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

4住 7.2 7.2 50.0 60 北壁中央 Ⅲ 24 〜 35 15 〜 25 方形 N-39° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

5住 (1.9) (0.9) (1.7) 40 - - 5 5 楕円形か -  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

1竪 (2.1) (2.6) (5.5) 20 - - - - 不整方形 −  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

2竪 3.0 2.6 6.5 35 - - - - 楕円形 N-37° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

3竪 2.9 2.5 6.3 35 - - - - 台形か N-44° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

4竪 4.8 5.0 19.6 15 - - - - 隅丸方形か -  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

5竪 3.3 3.9 10.4 80 - - - - 不整長方形 N-29° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI6 4.4 (4.0) (15.5) 17 中央 - - - 隅丸方形 -  7 世紀前葉〜後葉か

SI7 7.5 6.7 24.5 113 北壁中央 Ⅲ 9〜 15 4 〜 10 隅丸方形 N-25° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI8 4.7 4.9 19.2 55 北壁中央 Ⅰ 7〜 15 3 〜 11 方形 N-13° -W  7 世紀前葉〜後葉  焼失家屋

SI9 3.5 3.3 8.9 24 北壁中央 Ⅱ 12 〜 18 8 〜 15 方形 N-26° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI10 3.7 3.5 (7.1) 31 北壁中央か - 7 〜 11 4 〜 8 方形 N-8° -W  7 世紀前葉〜後葉

SI11 6.0 (2.9) (20.4) 47 北壁中央 Ⅰ 0〜 19 1 〜 8 方形か N-10° -W  7 世紀前葉〜後葉  焼失家屋

SI12 (2.1) 3.4 (4.2) 44 - - 8 〜 13 4 〜 7 方形か N-24° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI13 (3.0) 7.2 (17.6) 52 - - 14 〜 22 7 〜 10 隅丸方形か N-7° -W  7 世紀前葉〜後葉か

SI14 4.0 4.1 14.6 47 - - - - 不整方形 N-16° -W  古代以降

SI15 3.4 3.1 8.8 66 北壁中央 Ⅱ 8〜 14 4 〜 12 隅丸方形 N-25° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI16 4.9 5.2 13.8 70 北壁中央 Ⅱ 13 〜 15 4 〜 10 隅丸方形か N-37° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI17 3.7 3.6 12.1 50 北壁中央 Ⅰ - - 方形 N-12° -W  7 世紀前葉〜後葉

SI18 6.6 6.1 33.4 33 北壁中央 Ⅲ 10 〜 16 8 〜 13 方形 N-23° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉か

SI19 2.4 2.6 (8.2) 20 - - - - 隅丸方形 -  古代以降

SI20 2.3 2.4 7.2 40 - - - - 不整方形 -  7 世紀後葉〜 8世紀前葉か

SI27 (3.0) (1.2) (1.2) 42 - - - - 楕円形か -  古代以降

SI30 4.1 3.9 12.2 61 北壁中央 Ⅱ 8〜 16 4 〜 8 隅丸方形 N-20° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI32 (0.7) 2.4 (0.8) 66 - - - - 不整方形 -  7 世紀後葉〜 8世紀前葉か

SI33 4.6 5.1 15.7 93 北壁中央 Ⅲ 6〜 13 4 〜 7 方形 N-25° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI34 (3.4) 5.0 (16.9) 26 北壁中央 Ⅲ 8〜 12 2 〜 10 隅丸方形か N-40° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI35 5.3 4.5 15.7 50 北壁中央 Ⅰ 10 〜 22 4 〜 11 隅丸方形 N-12° -W  7 世紀前葉〜後葉  焼失家屋

SI36 3.0 2.0 5.9 51 - - - - 不整楕円形 -  古代以降

SI39 4.5 4.5 19.8 - 北壁中央か - - - 方形か -  古代か

SI41 (2.4) (2.9) (3.7) 82 - - 10 〜 15 3 〜 9 方形か -  7 世紀後葉〜 8世紀前葉か

SI42 4.4 4.6 20.2 30 北壁中央 Ⅰ 5〜 10 5 方形 S-31° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI43 4.7 4.8 18.2 40 北壁中央 Ⅰ 8〜 18 1 〜 9 隅丸方形 N-11° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI44 (2.2) (1.5) (2.0) 21 - - - - 隅丸方形 N-26° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI45 (1.7) (1.9) (2.1) 30 - - - - 隅丸方形 N-36° -W  7 世紀後葉〜 8世紀前葉

SI46 (4.2) (3.2) (10.1) 24 北壁中央か - 13 〜 24 3 〜 8 隅丸方形か N-2°-W  7 世紀後葉〜 8 世紀前葉

SI47 (6.2) 8.4 (36.4) 72 北壁中央か - 11 〜 22 5 〜 19 方形か N-25°-W  7 世紀後葉〜 8 世紀前葉

SI48 8.2 (3.2) (14.7) 70 北壁中央 Ⅲ 22 〜 36 6 〜 13 方形か N-20°-W  7 世紀後葉〜 8 世紀前葉

- 27 -

第 2 表　古代の竪穴建物跡・竪穴遺構一覧



調査前㢼ᬒ（南から）

調査区全ᬒ（南東から）
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写真 1　調査前風景、調査区全景



SI46遺物出土状況（左から第5図2・5・ 6）

SI46᏶掘（南から）

SI46堆積状況（南から）
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写真 2　SI46 竪穴建物跡



SI47᏶掘（東から）

SI47堆積状況（東から）

SI47遺物出土状況（南東から） SI47埦（第8図11）出土状況（南西から）
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写真 3　SI47 竪穴建物跡



SI48᏶掘（南から）

SI48堆積状況（北東から）

SI48遺物出土状況（南から） SI48付属土坑（SK1）堆積状況（東から）
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写真 4　SI48 竪穴建物跡（1）



SI48カマド᏶掘（南から）

SI48カマド側壁断面（南から）

MP13᏶掘（南から） MP14᏶掘（北東から） MP15᏶掘（南東から）
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写真 5　SI48 竪穴建物跡（2）、MP13 〜 15 溝状土坑
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写真 6　SI46 竪穴建物跡出土遺物、SI47 竪穴建物跡出土遺物（1）
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写真 7　SI47 竪穴建物跡出土遺物（2）、SI48 竪穴建物跡出土遺物（1）
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写真 8　SI48 竪穴建物跡出土遺物（2）
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写真 9　SI48 竪穴建物跡出土遺物（3）



SI48 鉄製品 SI48 赤色顔料

SI48-4
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